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Ⅴ 教育課程 

 

１ 教育課程編成の基本的な考え 

  本校の教育目標を具現化し、目指す児童生徒像に迫るためには、実態に即した指導のできる教育

課程が必要になる。そこで、本校の児童生徒の実態をみると、病気や障害の状態や発達段階が多様

であり、学習の到達度も個人差が大きいと言える。 

  学習指導要領には、教育課程の編成に際して重複障害者等に関する取り扱いが示されており、児

童生徒の実態に応じ、各学校で工夫した特色ある教育課程を編成する必要性が述べられている。 

  このようなことから、本校では小学校、中学校に準ずる教育課程並びに重複障害者等に関する取

り扱いに基づき児童生徒の多様な実態に対応できるように、以下の四つの教育課程を編成するもの

とする。 

 １）小・中学校に準ずる教育課程  （Ⅰ類型の教育課程） 

   肢体不自由または病弱の児童生徒が障害を克服し、自立していく上で大切なことは、自己の障

害を正しく認識し困難の改善に取り組む力と学力の充実である。そのために、小・中学校学習指

導要領に準ずる指導に自立活動を加えた教育課程を編成する。具体的には、各教科、特別の教科

である道徳（以下「道徳科」という。）、外国語活動（小学部）、総合的な学習の時間、特別活

動並びに自立活動によって教育課程を編成する。 

 ２）下学年適用の教育課程     （Ⅱ類型の教育課程） 

 学習に遅れがあり、当該学年の教科書を使った学習が難しい児童生徒には、各教科の目標及び

内容の一部を取り扱わないこととしたり、当該学年より下の学年（学部）の目標・内容により編

成したりする。しかし教科の名称を変えることはできない。具体的には、小・中学校学習指導要

領に準ずる当該学年より下の学年の各教科、道徳科、外国語活動（小学部）、総合的な学習の時

間、特別活動並びに自立活動で教育課程を編成する。 

 ３）知的障害特別支援学校の教育課程（Ⅲ類型の教育課程） 

 発達に遅れがあり、当該学年の教科学習では学んだことが生活に結び付きにくく、断片的な知

識となりやすい児童生徒には、知的障害特別支援学校の学習指導要領を適用する。具体的には、

知的障害特別支援学校の各教科、道徳科、総合的な学習の時間（中学部）、特別活動並びに自立

活動、必要に応じて外国語活動（小学部）外国語（中学部）を加えて教育課程を編成する。なお、

児童生徒の実態から、教科別の指導よりも効果的な場合、各教科等を合わせて指導を行う。 

 ４）自立活動を主とした教育課程  （Ⅳ類型の教育課程） 

   発達に遅れがあり、心身の調和的発達の基盤を培うことが必要な児童生徒には、自立活動を主

とした教育課程を適用する。具体的には、各教科、道徳科、外国語活動若しくは特別活動の目標

及び内容に関する事項の一部又は各教科、外国語活動若しくは総合的な学習の時間に替えて、自

立活動を主として指導を行う。 

※ 療養中の児童生徒で通学して教育を受けることが困難な場合、特に必要があるときは、個 

    々の実情に応じた授業時数を適切に定める。 
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２ 教育課程の概要 

 １）教科の指導 

  (1) Ⅰ類型の教育課程 

   ・小学部の教育課程は、国語、社会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、家庭、体育及び外

国語の各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動並びに自立活動によっ

て編成する。 

・中学部の教育課程は、国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭及び外 

   国語の各教科、道徳科、総合的な学習の時間、特別活動並びに自立活動によって編成する。 

   ・基礎・基本の確実な定着を目指し、少人数の利点を十分に生かして、一斉指導の中で個に配

慮した指導を行うものとする。 

  (2) Ⅱ類型の教育課程 

   ・小学部の教育課程は、国語、社会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、家庭、体育及び外

国語の各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動並びに自立活動によっ

て編成する。 

・中学部の教育課程は、国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭及び外

国語の各教科、道徳科、総合的な学習の時間、特別活動並びに自立活動によって編成する。 

・小・中学校学習指導要領に準ずる当該学年より下の学年の各教科、道徳科、外国語活動（小

学部）、総合的な学習の時間、特別活動並びに自立活動で教育課程を編成する。 

   ・学習の進度に応じて個別又は小集団で指導することにより、基礎・基本を確実に身に付ける

指導を行うものとする。 

  (3) Ⅲ類型の教育課程 

   ・知的障害特別支援学校の各教科、道徳科、総合的な学習の時間（中学部）、特別活動並びに

自立活動、必要に応じて外国語活動（小学部）外国語（中学部）を加えて教育課程を編成す

る。 

・児童生徒が自立し社会参加するために必要な知識や技能、態度などを身に付けることを重視

した内容を取り上げる。教科別の指導よりも効果的な場合、各教科等を合わせて指導を行う。 

  ２）特別の教科 道徳 

(1) 道徳的な心情や道徳的判断力を培い、それらを実践に結び付けていく力を育てるとともに、 

 人間尊重の精神を高めることをねらいとし、道徳教育の全体計画を作成して指導を行う。 

(2) Ⅲ類型とⅣ類型については、道徳科の時間を設定せずに教育活動全体の中で指導を行う。 

 ３）総合的な学習の時間 

   Ⅰ類型とⅡ類型及び中学部のⅢ類型では、総合的な学習の時間を次のようなねらいに基づいて

実施する。 

   (1) 自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や

能力を育てる。 

  (2) 学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探究活動に主体的、創造的に取り組む態度

を育て、自己の生き方を考えることができるようにする。 

     これらのねらいを具現化するために、一人一人の学習経験や生活経験、学習の到達度を把握

し、一人一人の目的を明確にして、学習に取り組むことができるようにするとともに、必要に

応じて学習バスを利用した校外学習も取り入れて、探究活動ができるようにするものとする。 

    また、本校は、単一障害児と重複障害児が在籍し、全員が入院して治療とリハビリテーション

を受けている。この入院に伴う不利を克服し、利点を生かす総合的な学習の時間を目指すもの

とする。 
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 ４）外国語活動 

    (1) 小学部Ⅰ、Ⅱ類型において、次のようなねらいに基づいて実施する。 

   ①外国語を通じ、言語や文化について体験的に理解を深める。 

   ②外国語を通じ、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る。 

   ③外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませながら、コミュニケーション能力の素地を養う。 

  (2) 小学部Ⅲ類型の３、４学年においても、実態に応じて一緒に学習する。 

 ５）特別活動 

(1) 様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自 

己の生活上の課題を解決することを通して、「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」を視

点とした資質・能力を育成することをねらいに指導を行う。 

(2) 学級活動、児童生徒会活動、学校行事で構成する。 

 ６）自立活動 

   Ⅰ～Ⅳ類型の教育課程において、次のようなねらいと内容で実施する。 

    (1) ねらい 

     個々の児童生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克

服するために必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤を培

う。 

  (2) 内 容 

 健康の保持、心理的な安定、人間関係の形成、環境の把握、身体の動き、コミュニケーショ

ンに関すること 

 ７）各教科等を合わせた指導 

   Ⅲ類型、Ⅳ類型の教育課程で、各教科等を合わせて指導を行う場合の具体的な指導形態とその

ねらいは次のとおりである。 

  (1) 日常生活の指導 

     児童生徒の日常生活が充実し、高まるように、日常生活の諸活動を生活の流れに沿って、

反復的、継続的に指導するものである。生活科の内容だけではなく、いろいろな領域や教科

に関わる広範で多様な内容を扱うことによって、将来の充実した生活が過ごせるようにする

ものとする。 

  (2) 生活単元学習 

 児童生徒一人一人が生活していく上での様々な課題を児童生徒自身が把握し、自らの力で

課題解決していく力を育てる学習である。本校では、児童生徒が生活上の課題を実際的、総

合的に解決する学習を設定するものとする。 

 総合的な学習の時間との違いは、将来の社会生活に必要な知識・技能や生活上の望ましい

習慣、態度を身に付けるところにある。 

  (3) 遊びの指導 

     遊びを学習活動の中心に据え、身体活動を活発にし、他者との関わりを促し、意欲的な態

度を育みながら心身の発達を促していくものである。各教科にかかわる広範囲の内容を扱い、

さまざまな遊びの経験を積み重ねながら遊びの楽しさを味わえるようにするものとする。 

  (4) 作業学習 

     作業活動を学習活動の中心に据え総合的に学習するものであり、生徒の働く意欲を培い、

将来の職業生活や社会自立を目指し、生活する力を高めることを意図するものである。指導

に当たっては、生徒の障害の状態に応じて、作業工程を工夫したり補助具を工夫したりして

意欲的に取り組めるようにするものとする。 
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３ 本年度の年間総授業時数 

 【 肢体不自由学級（Ａ組、Ｂ組） 】 

月
 

授業日数
 

小学部 中学部  

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 １、２学年 ３学年 

４月 １５ ５８ ６９ ７２ ７５ ７４ ７４ ８７ ８７ 

５月 １９ ８８ ９２ ９５ １００ １０１ １０３ １２０ １２０ 

６月 ２２ ９３ ９７ １０２ １０７ １０５ １０５ １２２ １２２ 

７月 １３ ６２ ６５ ６７ ６８ ６９ ６９ ８０ ８０ 

８月 ４ ２２ ２３ ２３ ２４ ２４ ２４ ２８ ２８ 

９月 ２０ ８６ ９０ ９６ ９９ ９８ ９８ １１４ １１４ 

１０月 ２０ ９１ ９６ ９９ １０２ １０３ １０３ １２０ １２０ 

１１月 ２０ ８０ ８４ ８６ ９０ ９２ ９１ １０４ １０４ 

１２月 １７ ７４ ７７ ８３ ８５ ８３ ８３ ９８ ９８ 

１月 １６ ７４ ７７ ８０ ８４ ８４ ８４ １００ １００ 

２月 １９ ８０ ８３ ８８ ９１ ８９ ８９ １０３ １０３ 

３月 １７（卒８） ６７ ７０ ７１ ７２ ７３ ４７ ８５ ５６ 

特設   ４０ ４０ ４０ ４０ ７６ －１０１ －８８ 

総授業 

時 数 

２０２日 

（卒生：１９３） 

８７５ 

時間 

９６３ 

時間 

１００２ 

時間 

１０３７ 

時間 

１０３５ 

時間 

１０４６ 

時間 

 １０６０ 

時間 

１０４４ 

時間 

 

 【 病弱学級（Ｃ組、Ｄ組） 】 

月
 

授業日数
 

小学部 中学部  

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 １、２学年 ３学年 

４月 １５ ４４ ５９ ７２ ７２ ７２ ７２ ７２ ７２ 

５月 １９ ８０ ８０ １００ １００ １００ １００ １００ １００ 

６月 ２２ ８４ １０５ １０５ １０５ １０５ １０５ １０５ １０５ 

７月 １３ ５４ ６６ ６６ ６６ ６６ ６６ ６６ ６６ 

８月 ４ １９ ２３ ２３ ２３ ２３ ２３ ２３ ２３ 

９月 ２０ ９７ ９７ ９７ ９７ ９７ ９７ ９７ ９７ 

１０月 ２０ １０１ １０１ １０１ １０１ １０１ １０１ １０１ １０１ 

１１月 ２０ ９０ ９０ ９０ ９０ ９０ ９０ ９０ ９０ 

１２月 １７ ８１ ８１ ８１ ８１ ８１ ８１ ８１ ８１ 

１月 １６ ８３ ８３ ８３ ８３ ８３ ８３ ８３ ８３ 

２月 １９ ８８ ８８ ８８ ８８ ８８ ８７ ８８ ８８ 

３月 １７（卒８） ７３ ７３ ７３ ７３ ７３ ４６ ７３ ４６ 

特設    ４０ ８０ ８０ ９９ ８０ １００ 

総授業 

時 数 

２０２日 

（卒生：１９３） 

８９４ 

時間 

９４６ 

時間 

１０１９ 

時間 

１０５９ 

時間 

１０５９ 

時間 

１０５０ 

時間 

１０５９ 

時間 

１０５２ 

時間 

 


